
2018年12月16日発行 第24号

西小倉めぐみ教会通信

発行者
日本キリスト教団

⻄⼩倉めぐみ教会
〒611-0042

京都府宇治市⼩倉町⻄浦33-36
℡&FAX 0774-20-3071

h t t p : / / w w w .n - m e g u m i . c o m /

弱さを誇りとする教会
牧師 棚谷直巳

「それゆえ、わたしは弱さ、侮辱、窮乏、迫

害、そして行き詰まりの状態にあっても、キリ

ストのために満足しています。なぜなら、わた

しは弱いときこそ強いからです。…」(Ⅱコリ

ント12:10)

西小倉めぐみ教会の礼拝で、祝祷の一部に引

用させていただいている聖句です。西小倉めぐ

み教会に集っている人のほとんどは、精神の障

がい・病を持ち、身体・心身の障がい・自閉症

があり、ひきこもりの若者がいて、そして、そ

の家族によって構成されています。

26年前に教会2階で、わたしが伝道師であっ

た時代に始まった「ほっとハウス」の名前も、

西小倉めぐみ教会の会員さんであり、一番最初

の利用者さんであった方が「わたしは、精神病

院でなくて町中でほっとしたいねん。だから名

前はほっとハウスにしよう！」と云われて、そ

こからこの名前がついたのでした。また、前任

の倉橋剛牧師によりフリースペース「おやすみ」

が始まったのが、今から13年前のことになりま

す。かつて教師もされていた倉橋牧師が、ご自

分のライフワークとして、お連れ合いの倉橋容

子さんと教会役員さん・教会員さんとで、歩み

を始めたのでした。さらに、今では毎年クリス

マス・キャンドルライト・サービスでコーラス

をしていただいている、地域のコーラスグルー

プ「歌ごえ」の活動も、毎月１度、教会の礼拝

堂で行なわれています。またほかにも、個人と

して福祉のお仕事や人権活動に参加をされてい

る方が多くいらっしゃいます。そうして、多く

の取り組みをさせていただいている西小倉めぐ

み教会ですが、しかしそれは、恵まれた人々の

力によって支えられた奉仕の業ではありません

でした。

私も19歳で精神疾患を発症しています。です

ので、自分の課題としても憩いの場を立ち上げ

させていただいたのです。そうした「弱い自分

から作り始めること」を、もっと実感したのが

西小倉めぐみ教会の牧師への招きでした。その

前年に、私は 激しい鬱病で約半年間、仕事を

休んでいました。そして所長を退職した1週間

後に「西小倉めぐみ教会の牧師になりません

か？」とのお誘いを受けたのでした。こんな力

の無い自分が牧師となることを受けて良いのだ

ろうかと大変に迷いましたが、前任の倉橋牧師

と、その前の多芸牧師からも「何も気負う必要

はないから、神様に委ねなさい」との言葉をい

ただきました。

大使徒と呼ばれたパウロもまた、自分が弱い

ときに、自分の中に現れたイエス様からの恵み

について、このように語っていました。

「すると主は、『わたしの恵みはあなたに十

分である。力は弱さの中でこそ十分に発揮され

るのだ』と言われました。」

パウロもそのようにイエスキリストに信頼し

て、歩みを起していったように、わたしたちも、

むしろ弱い自分を、イエスキリストの御名にお

いて誇りつつ生きてゆくものでありたいと思い

ます。



西小倉めぐみ教会 この１年のあゆみ

①クリスマス・キャンドルライトサービス 「いのちの輝き～寄り添う～」

２０１７年１２月２４日夜

例年のこの催し、今回は「寄り添う」ことをキーワードに

催しました。棚谷牧師によるクリスマスメッセージは、放射

能被曝から子どもたちを守る保養キャンプでの出来事を題材

にした「沢ガニ母さんごめんね」と題した紙芝居。紙芝居の

絵は「ほっとハウス」臨床美術教室の皆さんに制作いただき

ました。この他、教会員に

よる歌、演奏、詩の朗読、

壁画の飾り付け、地域コーラスグループ「歌ごえ」によるク

リスマスメドレーや詩の朗読など、地域と一体となったクリ

スマスの夜を過ごしました。

今年は１２月２３日の夜、「つながる」ことをキーワードに

準備を進めています。この紙面が皆様の手元に届く頃には、

進行中のことと思います。

②映画「蘆葦（あし）の歌」上映とデイスカッション ２０１８年２月１８日

この日は、浅井美里さん（日本軍性奴隷問題の解決を求

める証言集会京都）をゲストに迎え、日本軍「慰安婦」被

害女性たちの等身大の思いや姿を描いた台湾制作のドキュ

メンタリー映画「蘆葦の歌」を見て、話し合いました。映

画のタイトル「蘆葦の歌」は、イザヤ書42章１～４節から

付けられたものです。台湾では、おばあさんのことを親し

みをこめてアマーと呼びますが、浅井さんはこれらのアマ

ーたちと交流を続けられてきました。 その１人１人の生

きざまに、「アマーたちが勇気を出して名乗り出た後、尊

厳を回復してゆく姿に、立場を越えた感銘を覚えました」

といった感想が相次ぎました。

③春のお花見 ２０１８年４月１日 (写真左)

秋の野外礼拝 ２０１８年１１月１８日 (写真右)

４月１日のイースター礼拝のあと、伏見桃山城公園に移

動して、ほぼ満開の桜を見ながら食事をしました。そして

１１月１８日には、同じく伏見桃山城公園で野外礼拝をも

ち、そのあと食事を

しました。例年して

いた夏のデイ・キャ

ンプが酷暑で開催が

厳しくなったため、時期も場所も変えて実施したものです。

快晴で晩秋にしては暖かい日差しの中、「ほっとハウス」や

フリースペース「おやすみ」の参加者も含め、よき交流の

時がもてました。



④転入会されました 沖本三千代さん

２０１８年５月２０日

この日のペンテコステ特別礼拝の場で、転入会式を行いま

した。「教会の皆様に感謝します。ペンテコステ特別礼拝、聖

餐式にあずかり、幸せでした。頂いた聖書は、私が思い描い

ていたものでした。ありがとうございました。」との主旨のメ

ッセージをいただきました。これからもよろしくお願いしま

す。

⑤キリスト教の葬儀と教会墓地の説明会 ２０１８年１０月２８日

当教会の墓地は１９９７年３月に城陽霊園内に開設しまし

た。この墓地では、当教会員のみならず、役員会で承認した

方々も含め、これまでに２１人の方の埋葬をし、年２回の墓

前礼拝を守り、天に召された方々のことを思い起こしていま

す。

この日は、棚谷牧師からキリスト教の葬儀の内容や、墓地

への埋葬の実際について

説明の場をもちました。

そして葬儀社（正光社）

の山本さんを招いて、葬儀の費用のことをはじめ、その時へ

の備え、いわゆる「終活」についてお話いただきました。生

きている間に、資産や不要品の整理、介護や延命治療、財産

分与、相続税対策や遺言のことなど、様々なことを考えてお

くべきことを学ぶと共に、大きなお金をかけなくても心のこ

もった葬儀ができることを学びました。

召天されました

ｏ多芸美智子さん ２０１７年１２月１７日召天（８３歳）

当教会の初代多芸正之牧師のお連れ合いであり、当教会創立時からいろんな面でお世話いただ

いた多芸美智子さんが、突然天に召されました。保育士として活躍されると共に、後進の保育士

の育成に力を注がれたその信仰の歩みを多くの人が心に覚えました。神様のみ元での魂の平安を

お祈りしますと共に、ご遺族の方々の心の平安をお祈りします。

ｏ春田三菜子さん ２０１８年１月２５日召天（４５歳）

昨年９月に脳内出血で倒れられて以来の闘病の末、天に召されました。障害者であることを、

むしろ誇りとしてたくましく生きた三菜子さんの生涯を心に覚えると共に、神様のみ元での魂の

平安をお祈りします。そしてご遺族とりわけ夫・繁則さんに神様の慰めと支えがあることをお祈

りします。



「⻄⼩倉めぐみ教会を⽀える会」へのご⽀援のお願い
主の御名を賛美いたします。

西小倉めぐみ教会は、1981年、多芸正之牧師による創立以来、社会の中で小さくされた人たち、

貧しくされた人たち、しょうがいをもつ人たち、とりわけ精神しょうがい者の人たちの課題を共

に負って生きること、平和を希求して歩むことを宣教の課題として歩んできました。

2005年から倉橋剛牧師を迎えた後も、その基本姿勢を継承し、不登校・ひきこもりがちな青少

年の居場所「おやすみ」や、地域の方々と歌を通じて交流する「歌ごえ」など、ささやかながら

取り組みを続けてきました。倉橋牧師任期中の2014年８月には「宗教法人日本基督教団西小倉め

ぐみ教会」を設立し、今後永く教会のはたらきを続ける基盤ができました。

そして2015年４月には、新たに棚谷直巳牧師を迎えました。精神しょうがい者の支援施設で長

く働いてきた棚谷牧師を中心に、これまでの同教会のはたらきをさらに継承・発展させていこう

とするところです。

同教会では、教会に集う人たち自身が精神しょうがい者であったり、その家族に精神しょうが

い者がいる人たちが多くを占めています。弱い立場にある人たちが多く集う教会ゆえに、教会員

による精一杯の献金にもおのずと限界があるところです。

そのため、牧師の謝儀に対し、京都教区宣教連帯の制度から援助を頂き、さらに全国の皆様か

ら「西小倉めぐみ教会を支える会」に献金をいただき、併せて教会の支出の見直しを重ねながら、

牧師家庭の生活を支えてきました。これからも厳しい状況にあっても、小さく弱い群だからこそ

この教会が神様から与えられた使命を果たし続け、その社会的はたらきをより広く知っていただ

くための発信を続けたく思います。

そのようなこの教会のはたらきと、厳しい経済的事情にどうかご理解をいただき、「西小倉め

ぐみ教会を支える会」へのご支援をいただきたくお願い申し上げます。

2018年 12月 西小倉めぐみ教会を支える会 代表 山下茂雄

（かがわ子ども・子育て支援センター館長）

今までに御献金いただいた方のお名前（敬称略・順不同）2017.12.1～2018.11.30

安達太郎 市川教会 今井牧夫 宇治教会 宇治教会すみれ会 大泉教会 大阪東十三教会

鴨東教会 大野教会 岡本教会 交野教会 桂教会 川上信 君村千代子 京都教会

京都教区京都南部地区 草津教会 倉敷水島教会 光明園家族教会 越谷教会 琴浦教会

埼玉新生教会 静岡草深教会 夙川東教会 膳所教会 草加教会 高の原教会 丹波新生教会

田園江田教会 田園調布教会 同志社教会 土佐教会 西千葉教会 野方町教会 原宿教会

ひばりが丘教会 広路教会 伏見教会 三友盛行 三友由美子 箕面教会 室町教会

八幡ぶどうの木教会

李清美 岩城澄子 上島良彦 沖本三千代 倉橋 剛・容子 小曽根一枝 柴垣孔明

杉本節子 田中 晁･千栄 西本 愛 橋本 博 門戸幸子 棚谷直巳 (160件 計689,500円)

振り込み⼝座番号(ゆうちょ)…00970-2-79224 (加⼊者名 ⻄⼩倉めぐみ教会を⽀える会)
●教会のホームページをご覧ください！！

西小倉めぐみ教会のホームページが出来ています。まだまだ内容はこれからですが、これか

ら充実させていく予定です。教会通信を掲載しています。是非一度ご覧ください。

アドレスはwww.n-megumi.comです。

また、ひきこもりがちな若者が安心してすごせる居場所 フリースペース「おやすみ」のホ

ームページもあります。アドレスはoyasumi.infoです。こちらの方も併せてよろしくお願いし

ます。


